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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第96期

第２四半期
連結累計期間

第97期
第２四半期
連結累計期間

第96期

会計期間
自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日

自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日

自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日

売上高 (千円) 4,958,082 5,200,861 10,948,157

経常利益又は経常損失（△） (千円) △18,869 140,367 283,992

親会社株主に帰属する四半期(当
期)純利益又は親会社株主に帰属
する四半期純損失(△)

(千円) △61,628 64,106 122,916

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 24,777 7,792 264,964

純資産額 (千円) 12,836,590 12,867,811 13,010,208

総資産額 (千円) 20,042,671 20,336,700 20,386,172

１株当たり四半期(当期)純利益又
は１株当たり四半期純損失(△)

(円) △2.75 2.86 5.49

潜在株式調整後１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 62.1 61.7 61.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 525,606 335,512 730,338

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △218,151 △21,510 △549,451

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △55,606 △146,401 △318,647

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 2,833,093 2,624,470 2,487,480
 

 

回次
第96期

第２四半期
連結会計期間

第97期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成29年７月１日
至 平成29年９月30日

自 平成30年７月１日
至 平成30年９月30日

１株当たり四半期純利益 (円) 3.97 5.16
 

　
(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

４　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経

営指標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

 
 
 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当企業グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業

の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会社についても重要な異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事

業等のリスク」について重要な変更はありません。
　

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当企業グループが判断したものでありま

す。

　

(1) 財政状態及び経営成績の状況

①財政状態の状況

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ49百万円減少し、20,336百万円と

なりました。流動資産は前連結会計年度末に比べ19百万円減少し、10,092百万円となりました。これは主に、た

な卸資産が340百万円増加しましたが、受取手形及び売掛金が373百万円減少したことによるものであります。固

定資産は29百万円減少し、10,244百万円となりました。これは主に投資その他の資産が90百万円増加しました

が、有形固定資産が112百万円減少したことによるものであります。

当第２四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ92百万円増加し、7,468百万円とな

りました。流動負債は前連結会計年度末に比べ64百万円増加し、3,651百万円となりました。これは主に支払手形

及び買掛金が102百万円減少しましたが、前受金が93百万円、未払金が55百万円、未払法人税等が47百万円それぞ

れ増加したことによるものであります。固定負債は前連結会計年度末に比べ28百万円増加し、3,817百万円となり

ました。これは主に長期借入金が38百万円増加したことによるものであります。

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ142百万円減少し、12,867百万円

となりました。これは主に為替換算調整勘定が88百万円、非支配株主持分が85百万円それぞれ減少したことによ

るものであります。

②経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間における世界経済は、欧州や中国はおおむね横ばいで推移しているものの、米国の

企業景況感は改善しており、世界経済全体は総じて堅調に推移しました。

わが国経済は、輸出・生産活動は自然災害の影響もあって下降傾向も見られますが、個人消費の持ち直しや設

備投資の増加は継続しており、雇用環境も着実に改善するなど、比較的堅調に推移しました。

一方で、米中貿易摩擦への懸念の高まりなどにより景気の先行きは不透明な状況となっております。

このような経営環境の下、当企業グループは、前中期経営計画「ADVANCE 2018」の戦略を引継いだ第２フェー

ズ「ADVANCE 2.0‐2021」を新たに策定し、「新製品」「グローバル」「新規事業」の拡大戦略を掲げ、業績の向

上による継続的成長を目指し、一方で「収益性向上」を経営基盤強化の基本方針とし、現在の厳しい経済環境下

に左右されにくい強固な経営基盤を構築するため、効率的な組織の改編及び最適化にも取り組んでまいりまし

た。

その結果、当第２四半期連結累計期間は、四日市営業所、加古川営業所の新規開設の効果などにより受注高

6,250百万円（前年同四半期比15.0％増）、売上高5,200百万円（同4.9％増）、営業利益96百万円（前年同四半期

は営業損失15百万円）、経常利益140百万円（前年同四半期は経常損失18百万円）、親会社株主に帰属する四半期

純利益64百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失61百万円）となりました。

事業部門別の業績は、以下のとおりであります。

(センサ部門)

第１四半期連結累計期間に引き続き、業績好調な国内化学市場向けを中心に、主力製品の容積式流量計・コ

リオリ流量計が受注高・売上高ともに堅調に推移しました。結果、受注高は3,495百万円（前年同四半期比

3.8％増）、売上高は3,381百万円（同5.9％増）となりました。

(システム部門)

食品市場向けの流量計制御システムの大口案件や国土強靭化対策の緊急遮断弁などの案件があり、受注高は

1,558百万円（同68.7％増）、売上高は700百万円（同6.4％増）となりました。
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(サービス部門)

石油業界再編等、事業分野を取り巻く市場環境は厳しい状況が継続していますが、保全計画サポートサービ

スなどに注力したことにより、受注高は1,196百万円（同4.7％増）、売上高は1,118百万円（同1.0％増）と前

年度並みを維持いたしました。

　

 

(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という)は、前連結会計年度末に比べ136

百万円増加し、2,624百万円となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果、得られた資金は335百万円(前年同四半期は525百万円の収入)となりました。これは主に、た

な卸資産の増加額366百万円により資金が減少した一方で、税金等調整前四半期純利益128百万円、減価償却費224

百万円、売上債権の減少額324百万円により資金が増加したことによるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果、支出した資金は21百万円(前年同四半期は218百万円の支出)となりました。これは主に、定期

預金の払戻による収入217百万円があった一方で、定期預金の預入による支出94百万円、有形固定資産の取得によ

る支出75百万円、無形固定資産の取得による支出24百万円、保険積立金の積立による支出51百万円があったため

であります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果、支出した資金は146百万円(前年同四半期は55百万円の支出)となりました。これは主に、長期

借入れによる収入200百万円があった一方で、長期借入金の返済による支出150百万円、配当金の支払額67百万

円、連結範囲の変更を伴わない子会社株式の取得による支出73百万円、リース債務の返済による支出48百万円が

あったためであります。

 
(3) 経営方針・経営戦略等

当第２四半期連結累計期間において、当企業グループの経営方針、経営戦略等に重要な変更はありません。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当企業グループが事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新

たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は242百万円であります。
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３ 【経営上の重要な契約等】

当社は、平成30年８月22日開催の取締役会において、横河電機株式会社の樹脂型渦流量計事業を譲受することに

関して、横河電機株式会社との間で協議を開始するための基本合意書を締結することを決議し、同日、横河電機株

式会社との間で基本合意書を締結いたしました。

(1) 基本合意の理由

当企業グループは、中期経営計画『ADVANCE 2.0-2021』において、「新規事業」を拡大戦略の一つとして掲げ

ており、Ｍ＆Ａによる新規事業参入や流量計を中核とした新たなサービスの提案を検討しております。

一方、横河電機株式会社が展開する樹脂型渦流量計事業は、1969年に世界で初めて渦式流量計を製品化した横

河電機株式会社の技術やノウハウが利用されており、大手半導体向け機器メーカー等のお客様から高い評価を得

ております。

当企業グループとしては、樹脂型渦流量計事業を取り込むことで流量計分野における製品ラインナップの拡充

に繋がり、また、同事業が有する技術やノウハウを取り込み、新たなお客様との取引拡大が見込めるため、当企

業グループの成長・発展が期待できるものと考え、同事業の譲受に向けた具体的な内容および方法等を両社で協

議するため、基本合意書を締結することといたしました。

(2) 基本合意の相手先

横河電機株式会社

(3) 基本合意書の締結日

平成30年８月22日

(4) 基本合意の内容

横河電機株式会社の樹脂型渦流量計事業の譲受に向けた具体的な内容及び方法等を両社で協議するための基本

合意

①譲受事業の内容

樹脂型渦流量計の製造ならびに販売

②事業譲渡契約締結日

平成30年内（予定）

③事業譲渡期日

平成31年４月（予定）

 
 

EDINET提出書類

株式会社オーバル(E02270)

四半期報告書

 5/21



第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 80,000,000

計 80,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成30年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成30年11月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 26,180,000 26,180,000
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数は
100株であります。

計 26,180,000 26,180,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

 該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成30年９月30日 ― 26,180 ― 2,200,000 ― 550,000
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(5) 【大株主の状況】
　

平成30年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の

総数に対する
所有株式数
の割合(％)

明治安田生命保険相互会社
(常任代理人　資産管理サービス信託
銀行株式会社)

東京都千代田区丸の内２の１の１
(東京都中央区晴海１の８の12)

1,900 8.48

東京計器株式会社 東京都大田区南蒲田２の16の46 1,309 5.84

轟産業株式会社 福井県福井市毛矢３の２の４ 1,091 4.87

日本マスタートラスト信託銀行株式会
社(信託口)

東京都港区浜松町２の11の３ 795 3.55

日本生命保険相互会社
(常任代理人　日本マスタートラスト
信託銀行株式会社)

東京都千代田区丸の内１の６の６
(東京都港区浜松町２の11の３)

691 3.08

横河電機株式会社 東京都武蔵野市中町２の９の32 512 2.28

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 東京都新宿区西新宿１の26の１ 422 1.88

日本トラスティ・サービス信託銀行株
式会社(信託口)

東京都中央区晴海１の８の11 387 1.73

日本トラスティ・サービス信託銀行株
式会社(信託口５)

東京都中央区晴海１の８の11 376 1.68

加島　淳一郎 神奈川県藤沢市 355 1.58

計 ― 7,840 34.99
 

(注) １　所有株式数及びその割合の表示は単位未満を切り捨てて表示しております。

２　当社は3,775千株(発行済株式総数に対する所有株式数の割合14.42％)の普通株式を自己株式として所有して

おります。

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成30年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 3,775,800
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 22,394,300
 

223,943 ―

単元未満株式 普通株式 9,900
 

― ―

発行済株式総数 26,180,000 ― ―

総株主の議決権 ― 223,943 ―
 

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式91株が含まれております。
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② 【自己株式等】

平成30年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式） 東京都新宿区上落合
三丁目10番８号

3,775,800 ― 3,775,800 14.42
株式会社オーバル

計 ― 3,775,800 ― 3,775,800 14.42
 

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社オーバル(E02270)

四半期報告書

 8/21



第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成30年７月１日から平成

30年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、至誠清新監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成30年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,870,874 2,871,098

  受取手形及び売掛金 ※1  4,846,366 ※1  4,472,367

  商品及び製品 501,858 721,445

  仕掛品 481,788 492,809

  原材料及び貯蔵品 1,218,597 1,328,125

  その他 204,111 211,123

  貸倒引当金 △11,628 △4,959

  流動資産合計 10,111,968 10,092,010

 固定資産   

  有形固定資産   

   土地 5,754,200 5,753,579

   その他（純額） 2,693,477 2,581,274

   有形固定資産合計 8,447,678 8,334,853

  無形固定資産 397,333 390,472

  投資その他の資産   

   その他 1,442,842 1,533,013

   貸倒引当金 △13,650 △13,650

   投資その他の資産合計 1,429,192 1,519,363

  固定資産合計 10,274,204 10,244,690

 資産合計 20,386,172 20,336,700
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成30年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 883,159 781,018

  短期借入金 1,267,937 1,250,861

  未払法人税等 43,416 90,723

  賞与引当金 425,729 417,801

  製品回収関連損失引当金 2,894 2,883

  資産除去債務 4,100 －

  その他 959,406 1,107,937

  流動負債合計 3,586,644 3,651,225

 固定負債   

  長期借入金 461,191 499,362

  再評価に係る繰延税金負債 1,513,700 1,513,700

  役員退職慰労引当金 12,159 12,262

  環境対策引当金 5,774 5,465

  退職給付に係る負債 1,388,036 1,383,013

  資産除去債務 22,919 22,938

  その他 385,536 380,919

  固定負債合計 3,789,319 3,817,664

 負債合計 7,375,964 7,468,889

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,200,000 2,200,000

  資本剰余金 2,124,989 2,122,305

  利益剰余金 4,977,121 4,974,015

  自己株式 △402,962 △402,962

  株主資本合計 8,899,148 8,893,358

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 174,395 189,334

  土地再評価差額金 3,386,928 3,386,928

  為替換算調整勘定 363,232 275,047

  退職給付に係る調整累計額 △226,700 △204,574

  その他の包括利益累計額合計 3,697,855 3,646,735

 非支配株主持分 413,205 327,716

 純資産合計 13,010,208 12,867,811

負債純資産合計 20,386,172 20,336,700
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

売上高 4,958,082 5,200,861

売上原価 3,060,972 3,239,009

売上総利益 1,897,109 1,961,852

販売費及び一般管理費 ※１  1,912,336 ※１  1,865,090

営業利益又は営業損失（△） △15,227 96,762

営業外収益   

 受取利息 6,541 5,552

 受取配当金 8,430 8,652

 持分法による投資利益 － 4,039

 受取賃貸料 34,823 38,682

 為替差益 － 24,594

 保険返戻金 53,121 －

 その他 26,183 14,612

 営業外収益合計 129,100 96,134

営業外費用   

 支払利息 12,269 14,083

 賃貸収入原価 37,343 26,924

 為替差損 78,931 －

 持分法による投資損失 2,963 －

 その他 1,235 11,521

 営業外費用合計 132,743 52,528

経常利益又は経常損失（△） △18,869 140,367

特別利益   

 固定資産売却益 － 2,980

 特別利益合計 － 2,980

特別損失   

 固定資産売却損 － 3,468

 有形固定資産除却損 2,915 115

 子会社移転費用 － 4,000

 確定拠出年金制度への移行に伴う損失 － 7,208

 特別損失合計 2,915 14,793

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△21,785 128,554

法人税、住民税及び事業税 56,495 87,791

法人税等調整額 △18,946 △37,072

法人税等合計 37,548 50,719

四半期純利益又は四半期純損失（△） △59,334 77,835

非支配株主に帰属する四半期純利益 2,293 13,729

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△61,628 64,106
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △59,334 77,835

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 84,677 14,938

 為替換算調整勘定 △15,253 △107,264

 退職給付に係る調整額 14,974 22,125

 持分法適用会社に対する持分相当額 △285 155

 その他の包括利益合計 84,112 △70,043

四半期包括利益 24,777 7,792

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 20,809 12,986

 非支配株主に係る四半期包括利益 3,968 △5,194
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 
税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△21,785 128,554

 減価償却費 195,911 224,041

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △835 △6,473

 製品回収関連損失引当金の増減額（△は減少） △762 △11

 賞与引当金の増減額（△は減少） △106,376 △7,400

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 24,964 19,214

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 294 301

 環境対策引当金の増減額（△は減少） △7,291 △308

 受取利息及び受取配当金 △14,971 △14,204

 支払利息 12,269 14,083

 持分法による投資損益（△は益） 2,963 △4,039

 保険解約返戻金 △53,121 －

 固定資産売却損益（△は益） － 488

 固定資産除却損 2,915 115

 移転費用 － 4,000

 売上債権の増減額（△は増加） 1,228,730 324,937

 たな卸資産の増減額（△は増加） △403,952 △366,692

 仕入債務の増減額（△は減少） △294,373 △117,942

 その他 23,745 179,824

 小計 588,324 378,487

 利息及び配当金の受取額 15,771 15,004

 利息の支払額 △12,269 △14,083

 法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △66,220 △39,897

 移転費用の支払額 － △4,000

 営業活動によるキャッシュ・フロー 525,606 335,512
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           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △30,114 △94,698

 定期預金の払戻による収入 30,969 217,540

 有形固定資産の取得による支出 △597,502 △75,242

 有形固定資産の売却による収入 － 4,960

 無形固定資産の取得による支出 △56,449 △24,814

 投資有価証券の取得による支出 △60 △94

 貸付けによる支出 △2,679 △1,656

 貸付金の回収による収入 3,034 3,726

 保険積立金の積立による支出 △13,409 △51,606

 保険積立金の解約による収入 426,586 －

 その他 21,473 374

 投資活動によるキャッシュ・フロー △218,151 △21,510

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 14,857 2,757

 長期借入れによる収入 200,000 200,000

 長期借入金の返済による支出 △150,936 △150,985

 リース債務の返済による支出 △42,868 △48,174

 配当金の支払額 △67,212 △67,212

 非支配株主への配当金の支払額 △9,446 △9,770

 
連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得
による支出

－ △73,016

 財務活動によるキャッシュ・フロー △55,606 △146,401

現金及び現金同等物に係る換算差額 △6,911 △30,611

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 244,937 136,989

現金及び現金同等物の期首残高 2,588,155 2,487,480

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  2,833,093 ※1  2,624,470
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【注記事項】

(追加情報)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日)

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準28号　平成30年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債

の区分に表示しております。
 

 

 
(四半期連結貸借対照表関係)

※１ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理しておりま

す。なお、当第２四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

を満期日に決済が行われたものとして処理しております。

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成30年９月30日)

受取手形 88,605千円 74,752千円
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
 至　平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
 至　平成30年９月30日)

給与・賞与 580,363千円 572,586千円

賞与引当金繰入額 113,102千円 137,469千円

退職給付費用 57,715千円 59,131千円

研究開発費 268,191千円 240,071千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のと

おりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
 至　平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
 至　平成30年９月30日)

現金及び預金 3,139,876千円 2,871,098千円

預 入 期 間 が ３ ヶ 月 を 超 え る 定 期 預

金　　　　
△306,783千円 △246,628千円

現金及び現金同等物 2,833,093千円 2,624,470千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月28日
定時株主総会

普通株式 67,212 3.0 平成29年３月31日 平成29年６月29日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年11月６日
取締役会

普通株式 67,212 3.0 平成29年９月30日 平成29年12月５日 利益剰余金
 

　

当第２四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月28日
定時株主総会

普通株式 67,212 3.0 平成30年３月31日 平成30年６月29日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年11月９日
取締役会

普通株式 67,212 3.0 平成30年９月30日 平成30年12月４日 利益剰余金
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(企業結合等関係)

共通支配下の取引等

 子会社株式の追加取得

 １．取引の概要

（１）結合当事企業の名称及びその事業の内容

結合当事企業の名称：株式会社宮崎オーバル（当社の連結子会社)

事業の内容：流量計用変換器の製作及び販売、電気計器の製作及び販売、電気機器の調整及び検査業務等

（２）企業結合日

平成30年８月９日

（３）企業結合の法的形式

非支配株主からの株式取得

（４）結合後企業の名称

変更ありません。

（５）その他取引の概要に関する事項

追加取得した株式の議決権比率は33.3％であり、当該取引により株式会社宮崎オーバルを当社の完全子会社

といたしました。グループ経営体制の強化・連結経営の効率化を図るため、非支配株主が保有する株式を取得

したものであります。

 
 ２．実施した会計処理の概要

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準21号　平成25年９月13日）及び「企業結合会計基準及び事業

分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　平成25年９月13日）に基づき、共通支配

下の取引等のうち、非支配株主との取引として処理しております。

  

 ３．子会社株式の追加取得に関する事項

取得原価及び対価の種類ごとの内訳

 

取得対価　　　　現金 73,016千円

取得原価 73,016千円
 

　

 ４．非支配株主との取引に係る当社の持分変動に関する事項

（１）資本剰余金の主な変動要因

子会社株式の追加取得

（２）非支配株主との取引によって減少した資本剰余金の金額

2,683千円

 
(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当企業グループは、計測機器等の製造・販売事業の単一セグメントであるため、セグメント情報については記載

を省略しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、次のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日)

   １株当たり四半期純利益又は
   １株当たり四半期純損失（△）

△２円75銭 ２円86銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益又は
親会社株主に帰属する四半期純損失（△）(千円)

△61,628 64,106

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

   普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益又
は普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純損失
（△）(千円)

△61,628 64,106

普通株式の期中平均株式数(千株) 22,404 22,404
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

平成30年11月９日開催の取締役会において、平成30年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり

中間配当を行うことを決議いたしました。

①配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　67,212千円

②１株当たりの金額　　　　　　　　　　 　　  ３円00銭

③支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　　　平成30年12月４日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成30年11月９日

株式会社 オーバル

    取締役会　御中

 

至誠清新監査法人
 

 

代 表 社 員

業務執行社員
 公認会計士 吉   原　    浩 印

 

 

代 表 社 員

業務執行社員
 公認会計士 中   村　    優 印

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社オーバ

ルの平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成30年７月１日から平

成30年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社オーバル及び連結子会社の平成30年９月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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